
地方独立行政法人静岡県立病院機構の事業年度の業務実績に係る評価要領 
 

 地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会（以下「評価委員会」という｡）

が行う、地方独立行政法人静岡県立病院機構（以下「機構」という｡）に係る各

事業年度の業務実績に関する評価（以下「年度評価」という｡）にあたっては、

「地方独立行政法人静岡県立病院機構の評価に係る基本方針」に定めるもののほ

か、この要領の定めるところによる。 
  

１ 趣旨 
評価委員会が行う評価は、機構の業務運営の改善を促し、もって、機構の

業務の質の向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資すること等を目的と

し、機構から提出された各事業年度に係る業務の実績に関する報告書（以下

「業務実績報告書」という｡）を基にして、地方独立行政法人法（以下「法」

という｡）第 28 条に基づく年度評価を行う。 
  

２ 評価の着眼点 

年度評価は、業務運営の改善等を目的とすることはもとより、評価を通じ

て次の各点に資することをねらいとする。 

（１）機構（県立病院）に対する県民の信頼を高めること 

（２）機構職員のモチベーションを高めること 

（３）機構運営に必要な支援を県が理解すること 
  

３ 評価の時期 

年度評価は、法令等に基づき、事業年度終了後に行うこととする。 

また、次事業年度の機構の業務運営に反映させるために、暫定評価を当該

事業年度途中に行うこととする。 

  

４ 評価方法 

（１）業務の実績報告 

機構は、業務の実績等を業務実績報告書により記載し、評価委員会に

提出する。 
業務実績報告書は、機構の概要及び当該事業年度の業務実績を記載す

ることとし、当該事業年度の業務実績は、対象期間、業務実績全般及び

項目別実績とする。 
ア 対象期間 
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  評価の対象となる当該事業年度の期間を記載する。 
イ 業務実績全般 

機構及び各病院の業務全般における当該事業年度の実績について、

年度計画の項目に基づき記載する。 
ウ 項目別実績 

中期計画等を実施するために定めた年度計画に従い、その年度計画

を実施する具体的な取組みを「行動計画」として記載する。 
また、業務の実績に対し、機構は自己評価を行い、以下の区分及び

その説明を記載する。 
Ａ 計画に対し十分に取り組み、大きな成果が得られている。 

 Ａ－ 計画に対し十分に取り組み、一定の成果が得られている。 

Ｂ 計画に対し十分に取り組んでいる。 

Ｃ 計画に対する取組みは十分ではない。 

 

（２）法第 28 条に基づく年度評価 
年度評価は、機構から提出された業務実績報告書を基に、当該事業年

度における中期計画の実施状況の調査及び分析をし、業務の実績の全体

について総合的な評定をして行うものとする。 
  

（３）暫定評価 
次事業年度の機構の業務運営に反映させるための暫定評価についても、

（１）に準じた報告書に基づき、評価を行うこととする。 
  

５ 通知 

     評価委員会は、年度評価を行ったときは、遅滞なく、機構に対しその

評価の結果を通知する。 
また、必要があるときは、機構に対して業務運営の改善その他の勧告

をすることとする。 
 

６ 報告及び公表 

評価委員会は、機構に対し年度評価の結果を通知したときは、遅滞な

く、その通知に係る事項（勧告をした場合は、その通知に係る事項及び

その勧告内容）を知事に報告するとともに、公表するものとする。 
 

７ その他 

    本実施要領は、必要に応じて、見直すものとする。 


